
①EuroNCAP試験条件の確認
→試験シナリオおよび試験条件の調査

②対自転車AEBS評価のJNCAP導入に向けた検討
→試験シナリオ，試験条件，得点・配点等の検討

（参考）自転車の事故実態に関する研究

対自転車AEBSの試験法・評価法に関する検討
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① EuroNCAP試験条件の確認

追突シナリオ（CBLA）出会い頭シナリオ（CBNA）

・EuroNCAPにおいては，昼間の出会い頭（CBNA）および追突（CBLA）
の2シナリオの試験を2018年より開始
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① EuroNCAP試験条件の確認

遮蔽シナリオ（CBNAO）

・遮蔽シナリオ（CBNAO）については2018年の評価試験には導入されなかった
ものの検討継続中
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① EuroNCAP試験条件の確認

・出会い頭シナリオ（CBNA）の試験状況
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① EuroNCAP試験条件の確認

・追突シナリオ（CBLA）の試験状況
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②対自転車AEBS評価のJNCAP導入に向けた検討

○対自転車AEBS評価のJNCAP導入に向けて、日本の事故実態を
調査し、以下の項目について検討する必要がある．

・試験シナリオ：出会い頭，追突などの調査

・試験条件： 昼夜比率，試験車速，オフセット等の試験条件の検討

・得点・配点：それぞれのシナリオの社会損失額から得点・配点を検討

・その他条件：マクロデータからは求められない条件の検討
（ターゲット速度，遮蔽有無，遮蔽との位置関係）

6



（参考）自転車の事故実態に関する研究

○イタルダインフォメーション No.122
特集 自転車と四輪車の出会い頭事故

主な内容
・四輪車対自転車事故の死傷事故件数のうち
約55％が出合頭，追突は約1％

・直進四輪車に対する直進自転車の進行方
向の割合は左右とも約50％ずつ

・自転車側の年齢層を見ると死傷事故の約30
％が10～19歳であり，他の年齢層と比較して
突出して高い

出典：ITARDA INFORMATION
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（参考）自転車の事故実態に関する研究

○イタルダインフォメーション No.125
特集 四輪車対自転車の追突事故

主な内容
・追突事故における死亡率（死亡事故件数/
死傷事故件数）は他の事故形態に比べて高
い

・追突事故は昼間に比べて夜間の割合が高い

・追突事故の死亡率が高い要因として，危険
認知速度が高いことが挙げられる

出典：ITARDA INFORMATION
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